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リ　ンゴ紅玉のN施肥量について

伊藤　明治・能瀬　拓夫

（岩手県園試）

貯蔵性への影響について報告する。
1　ま　え　が　き

近年のリン′ゴ栽培における施肥量，とくにN施肥量

は多肥傾向となり，このため，果実品質・貯蔵性の低

下や土壌の悪化が問題となっていた。

昭和40年前後から東北各県で，各品種について施肥

改善と果実品質の向上の検討が重ねられた。本県では，

現地試彩＝こよりリンゴ紅玉を供試し，Ⅳ施肥量の生乳

果実品質，貯蔵性などへの影響を検討してきた。

その結果，Ⅳ施肥量の反応が認められた果実品質，

第1表　試験地および試験区の構成

2　試　験　方　法

1　供試品種；紅玉

2　試験地および試験区；第1表に示すように気

象・地質の異なる岩手県内主要産地7カ所に，y施肥

処理を108当たり（》10晦，②20毎，③50毎（慣行

量）の基本区を設け，1区1処理（7～1Da，調査樹

5本）で行った。

試　　 験　　 地 Ⅳ施 肥量 （毎 ／ 10 8 ） 備　　　　　 考

九　 戸　 郡　 軽　 米　 町 ① 1 5　② 2 0　 ③ 5 0 見 積性 腐植 質 火 山灰　 埴 質 土

二　 戸　 市　 金　 田　 一 ① 1 0 ② 2 0　 ③ 5 0 ノ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〝

岩　 手　 郡　 滝　 沢　 村 ① 1 0　② 2 0　 ③ 5 0 〝　　　　　　 埴壌 土

稗 貫 郡　 石　 鳥 谷 町 （9　 0 （診 1 0　 ③ 2 0 （彰 5 0 洪 積 性 腐 植 質 火 山灰　 埴 質 土

北　 上　 市　 飯 ：豊 ① 1 0 ② 2 0　 ③ 4 0 〝　　　　　　 埴 壌 土

東 磐 井　 都 大　 東 町 ① 1 0 ② 2 0　 ③ 5 0 三　 紀　 層　　　　　 埴 質 土

遠　 野　 市　 間　 木　 野 ① 1 0 ② 2 0　 ③ 5 0 火 山灰 被覆 花 崗 岩 崩壊 埴 壌 土

注1）北上市は昭40年，石鳥谷町0毎区は昭57年，他は昭和42年より処理開始

2）1区面積は7～10乱，調査対象樹5本とした。

なお，試験地土壌の深さ50のⅥ以下の化学性は，pH

（Ⅹ〇1）が各試験地とも4．0～5．2と低く，隣酸吸収係

数は，軽米町，二戸市試験地が1，200前後，他の試験

地が乙000～2，500で，また，石灰飽和度は遠野市試

験地14．摘，石鳥谷町試験地24．1感，北上市試験地

21．4肇で，他は45～81感と高かった。

5　施肥方法；昭和42年および45年は，春肥に

リンゴ化成（尿素・隣安系）で封の％量を，秋肥は尿

素でNの％量を施した。また，昭和44年以降は，全量

春把でリンゴ化成を施用した。

4　調査方法；

日）果実外観：1区5樹，1樹10り巣を，次の基準

により調査した。

（着色）①80喀以上（卦80～4口碑

（∋40帝以下

（地色）①緑色　②緑黄色　③黄緑色　④黄色

（2）貯蔵性調査；収穫巣は，上記から100果せ供託

約6カ月間にわたりCA貯蔵（0℃，RH90喀以上，

025喀CO25喀）を行い，果実品質とゴム病果な

ど障害の発生を調査した。

5　試験結果および考察

1　N施肥量と果実の外観について

調査7試験地のうち，施肥処理差のみられた4試験

地におけるN施肥量と80痴以上の着色果率の関係を

第1図に示した。

年により着色率の変動が大きいのは，現地試験であ

るため調査日が年により異なること，果実熟度の違い，

気象，栽培管理の影響など，いくつかの要因が作用し

たためと考えられる。

しかし，地理2年日ごろから，N施肥量が少なくな

るに従い着色が良好であり，他の5試験地でも，同様
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の傾向がみられた。石鳥谷町試験地の9年間にわたる

無肥料区が，常に着色の良好なことからも′　Ⅳ減量に

ょり果実着色が向上するものと考えられる○
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第1園　Ⅳ施肥豊と着色

地色については．第2回に黄緑～黄色黒の比率を示

したが，着色ほど顧著ではないものの，ほぼ同様の傾

向がうかがえる。
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第2回　Ⅳ施肥量と地色

2　y施肥量と貯蔵障害の発生について

Ⅳ施肥地理果を採収時期，大きさ別に収穫し，約6

カ月間CA貯蔵した後のゴム病果の発生率を第5回に

示した。

北上市・石鳥谷町試験地とも，果肉硬度・酸・塘お

よび食味に，施肥処理の差は認められなかった○

しかし，ゴム病果発生率は多肥区ほど発生率が高く，

また，大玉および遅採り果ほどその孝は頗著である○

また，ゴム病菜の発生率は年によっても異なるが，そ
の傾向に変りはなかった。

次に，供試巣の果肉中Ⅳ含量をみたところ，石鳥谷

町試験地45年10月14日収穫具は無肥料区0・2佃，

Ⅳ－5口吻／10孔区0．58多で，また，44年川月15

日収穫果は無肥料区0．19動N－50毎パOa区Ot50

痴とその差は大きく，他の試験地果実でもⅣ－15～

10吻／10aの低N施肥処理で果肉中Ⅳ含量は低い焼

向がみられた。

これらの結果から．Ⅳ施肥はり＝／ゴ紅玉巣のゴム病

発生を助長し，貯蔵性の低下を招く要因であると考え

られる。

北上市武義地l昭41年度）

第5図　封施肥量とゴム病の発生

5　Ⅳ施肥量と樹勢について

Ⅳ施肥量の多少による新梢長，幹肥大率など生育量，

果実肥大量および収量の差は，4年間の短い試験期間

内では明らかでなかった。

なお，観察による樹勢・葉色の差は，石鳥谷町試験

地の無肥料区が，昭和45年の処理8年目で，樹勢の衰

弱が員だった外は，いずれの試験地でもN施肥地理の

差はみられなかった。

4　y施肥量と秦内成分および果実品質について

Ⅳ施肥量と秦内のN，P，Kなど無機成分含量は，年

のふれも大きく関連は兄いだせなかった。なお，昭和

45年7月の5試験地の秦内クロロフィル含量をみた

ところ，NO～15毎／1Da区745～鼠04噸／50／くソチ

N20～40吻／10a区8．10～鼠5叩敬／50パンチでⅣ15

吻／10a以下のⅣ施肥区は少ないが，Ⅳ20辱／108

以上の施肥区間では差がみられなかった。

また，果実の果肉硬度，軌軌食味などは，収穫

時冷蔵貯蔵（0℃，RH85珍）5カ月後とも，有意な

差は認められなかった。

4　む　　す　　び

昭和42年より5年間にわたり，リンゴ紅玉に及ぼ

すN施肥量の影響を岩手県内7試験地で検討した0

この結果，打の反応が出やすいのは，果実の貯蔵障

害（ゴム病）および果実の外観（着色・地色）であっ

て，樹の生育量，収量，果乗品質，菓内成分などへの

影響はみられなかった。

しかし，短期間でのN施肥処理の影響は，試験地に

ょり現れ難いことや，年によるふれがみられ，また，
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必ずしも顕著に現れないのは，品種特性，気象，土壌

水分，栽培管理などの諸要因の外．潜在地力としての

町放出も反映しているのではないかと考えられる0

また，y施肥量と反応の現れ方をみると，が20極／

10a以上では差がみられないことから．紅玉のN適

量は低いレベルにあるものと考えられる。

これらの結果から，リンゴ紅玉に対する短期間のⅣ

減量は，果実収量，樹軌こ悪影響を与えることはなく，

むしろ果実の貯蔵性や外観など果実品質の向上が期待

できる。

リンゴの菓分析における葉身分析と全葉分析値の比較

新妻　胤次・松井　巌・山崎利彦
（秋田県果樹試）

1緒　　　　言

葉分析は果樹における栄養診断の一つの有効な方法

として取り上げられ広く研究が行われてきた。リンゴ

においては我が国でも杉山らl）の外，多くの研究があ

る2－5）が，それらが分析に際し菓身を用いているのに

対して外国では主に全案が用いられている畑）。

しかし，葉身分析と全案分析を比較検討した例は少

なく8サ我が国では長井ら7）が薫身と葉柄中の緒要

素の含量を比較しているが，葉身と全案分析のどちら

を用いるかは未だに明確な見解がないのが現状である。

我々はリン／ゴの葉分析において稟身と全葉分析のどち

らが診断に適するかを明らかにするためにこの研究を

行なった。

2　試　験　方　法

チッソの施用基準の設定（19°5年から開始）に関す

る研究に供試している園の大部分について，1969年か

ら薫身分析，全葉分析の両方で集中無機成分5要素を

分析し含量を測定した。サンプルは毎年7月下旬より

8月上旬の間に供読図の各地理区より5樹を選び，新

檎中央部より1樹当たり50枚を採美し洗浄後，菓身

分析に供するものは主脈と葉柄を除いて乾燥，粉砕，

詞喧し，全葉分析はそれらを含めて粉砕した。分析は

尉法によったがCaとMgは原子吸光分光慶計（日立207

型）によって分析した。

5　結　　　　　果

1　菓中含量について

第1表にみられるようにゴールデンではⅣ含量は全

葉分析が菓身分析より低くその差は2年間の平均値で

0．25蕗であり同様にP含量は0．018感，M g含量は

0．019感であった。これに反してK含量は8．15喀高く

e已含量はほとんど差がなかった。全葉の菓身に対す

る比は封で88．7感で15．5痴全集分析の方が低かった。

同様にP含量は8．2蕗，Mg含量は5．8痴低く，Ⅹ含量

は8．8多妻身に対して高い数値が得られた。

第1表　ゴールデンの期■と全集中の無機成分含量の比較

N P E C a M g 分析点数

19 6 9 年 稟 身　全 集 2．8 1 0．195 2．O d 0．9 5 0．5 Dd 5 0

2．24 0，17 8 2．15 0．9 5 0．285 5 0

2 1

t　 値 1蓑 4聯 透 牙
0．22
j研

棄 身 に対 す る 比 85．8 9 1．5 10 4．4 10 0．0 9 5．1

1 9 7 0 年 菓 身　全 葉 2 ．57 0．18 2 1．5 4 1．2 5 0．5 4 5

2．25 0．18 7 1．5 1 1．28 0．52 7 2 1

t　 値
昂 占領 蓑 誉

0．8 °
2．遠

薬 身 に 対 す る 比 8エ5 91．8 11 2．7 10 2．4 95．5

第2表　スターキン舛礫身と全菓中の無機成分含量の比較

N P 毘 C　a M g 分 析 点 数

1附 年 ≡ 芸 2 ．7 9 0 ．2 12 2 ．14 0．8 5 8．2 8 7 12

2 ．4 8 0．2 0 2 2 ．2 0．7 8 0．2 8 9 1 2

1 8

t　 値
5毛筆 ＊＊

5．d 5
＊＊
5．12

＊ ＊
エ7 5

講 夢

葉 身 に 対 す る 比 8 8 ．9 9 4 ．8 1 0 5 ．1 1 1 8 ． 9 5．7

1 9 7 0 年 菓 身　全 菓 5．0 5 0 ．1 8 11．5 1 0．7 7 0．5 18

2 ．6 1 0 ．1 7 5 1．5 2 0 ．9 0 ．5 0 2 1 8

t　 値
＊＊
エ5 8 2 ．d 7

＊ ＊
1 5 ．8 0

＊ ＊
1 1．7 0

＊ ＊
5．0（～

棄 身 に 対 す る 比 8 6 ．1 9 （5．2 1 1占．0 1 2 2 ．1 9 5 ．0

第5表　国光の菓身と全集中 の無機成分含量の比較

N ア Ⅹ

5 ．1 7 0 ．2 0 2 1．5 1 1．0 7 0 ．2 5

2 ．8 5 0 ．1 9 7 1．6 5 1．0 8 0．2 5 8

・　 ＊ ＊

1．8 1

＊ ＊
0．4°

＊
7 2 2 4 ．6 0 4 ．0

8 9 5 9 7 5 1 D 7 9 1 0 0．9 9 5 ．5

5．1 8 0 ．1 8 1 1．5 0 0 ．8 2 0 ．2 2 0

2 ．8 1 0 ．1 7 4 1．4 2 ロ．8 8 0，2 2 5

　 ＊
1 0．0 0

　 ＊

4 ．0 4

4 ．房 　 ＊

5 ．0 7
1，0 9

8 3 ．9 9 8 ．1 1 0 鼠 2 1 0 7 5 1 0 1．4

1969年
菓身

全葉

七　億

菓身に対する比

1970年
菓身

全菓

t　値

葉身に対する比

対応のある場合のt値の比較）


